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研究成果の概要（和文）：本研究は、成人口唇口蓋裂(CLP)患者における長期的構音障害と聴覚認知様式との関係を調
べること、さらに、脳活動について機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いて検討することを目的とした。構音障害をも
つ成人CLP患者4名を被験者とし異常構音ならびに正常構音聴取時の正答率と同時にfMRIデータを採得しその際の脳賦活
パタンを評価した。その結果、成人期まで構音障害を認めるCLP患者は、異常構音の認知様式が健常者や言語治療を経
験したCLP患者と異なること、またそのような患者では音声認知に関与する脳部位の活動が低いことが示唆された。従
って聴覚認知の観点からもCLP患者への言語治療の重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the relationship between long-term dysarthria and 
the pattern of auditory perception in adults with cleft lip and palate (CLP) and to examine their brain 
activity using functional magnetic resonance imaging (fMRI). Four adults having CLP with dysarthria were 
included in this study. We examined patients’ correct response rates of normal and abnormal articulation 
in a listening task, while simultaneously performing fMRI data evaluation. The corresponding brain 
activity patterns were then evaluated. Our findings revealed that the abnormal articulation perception 
pattern of CLP patients with dysarthria, which persisted until adulthood, was different from that of 
healthy individuals. In addition, brain regions involved in voice perception have been suggested to have 
low activity in such patients. Our study also highlights the importance of logotherapy for enhancement of 
auditory perception in patients with CLP.

研究分野：矯正歯科
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1. 研究開始当初の背景 
 口唇口蓋裂（CLP）患者は、歯科医師が臨
床で遭遇する頻度の最も多い先天異常疾患
である。近年、成人期においても構音障害を
有するCLP患者は特有の聴覚認知様式をもち、
また聴覚認知に関わる脳機能の違いが報告
され、構音障害との関連が示唆されているが、
いずれも詳細は明らかでない。  
 
 
２．研究の目的 
 成人 CLP患者における長期的構音障害と聴
覚認知様式との関係を調べること、さらに、
脳活動について機能的磁気共鳴画像法
（fMRI）を用いて検討することを、本研究の
目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 被験者は成人 CLP 患者 4名（男性 1名、女
性 4名、平均年齢 54.1 歳）。すべての被験者
でCLP患者特有の構音障害のひとつである声
門破裂音（GS）を有する。また、すべての被
験者は日本語を母国語とする右利きの者で
あり、精神神経学的疾患ならびに聴覚に問題
は認めなかった。全ての実験過程は、ヘルシ
ンキ宣言に適合しており学内倫理委員会規
定に則って行われた（＃516）。実験過程を全
て説明した後、被験者全員から書面によるイ
ンフォームド・コンセントを得た。 
 
 聴覚刺激として、60 個の日本語の単語（名
詞）を用いた。そのうち 30 個は 5 人の正常
構音者から録音したもの(NA)、残り 30 個は
GSを有する5人のCLP患者から録音したもの
(GS)であった。使用した単語について、本学
歯学部附属病院に所属する言語聴覚士によ
り、あらかじめ選別・判定が行われた。各 30
個の NA、GS の持続時間、平均周波数、音の
大きさに有意差は認められなかった。 
 
 聴覚刺激は、コンピュータで再生され、MR
対応のヘッドフォンを介して被験者に提示
された。実験はブロックデザインで行われ
（図 1）、1 ブロック（30 秒）ごとに、NA も
しくは GS の刺激提示時と安静とを交互に繰
り返した。刺激提示順序はランダムとした。
聴覚刺激時には、1 ブロックにつき 3 秒に 1
回の頻度で 10 回刺激が与えられ、被験者は
聴取した聴覚刺激に関して NAであるか GSで
あるかボタンを押すことで評価した。その際
の正答率と反応時間を、MRI 装置内で fMRI 撮
像時に同時計測した。また、安静時にも刺激
提示時と同様の頻度で適宜ボタンを押すよ
う指示した。 
 
 
 
 
 

 
図１：実験デザインの概要 

 
 

４．研究成果 
 反応時間に関しては、NA においても GS に
おいても被験者間で統計学的有意差は認め
られなかった。また、NA 正答率に関しても、
被験者間で有意差は認められなかったが、言
語治療未経験の被験者1名は言語治療経験の
ある他 3 名と比較して GS 正答率が有意に低
かった。 
 
 GS正答率が良好であった上記3名の各脳賦
活パタンは、健常成人を対象とした我々の先
行研究結果(図 2)とは異なるパタンではある
が高次聴覚中枢の聴覚連合野や聞き慣れた
音を識別する脳領域の賦活を認めた。一方、
GS正答率が低かった1名では聴覚関連領域の
賦活は認められなかった(図 3)。 
 
 
   図 2：健常成人における正常構音（NA）お
よび声門破裂音（GS）聴取時、および NA よ
りも GS 聴取時に強くはたらく脳領域 

 

(Hikita et al., J Oral Biosciences. 2013.

より) 

  健常者において、NAよりも GS 聴取時に   
  は聴覚連合野といわれる高次聴覚中枢  
  （側頭葉、上側頭回）が、より強くはた 
  らく。 
 



図 3：構音障害を持つ CLP 患者において、正
常構音（NA）よりも異常構音(GS)聴取時によ
り強くはたらく脳領域 

  言語治療経験のある構音障害CLP患者で  
  は、健常者とは異なるパタンではあるが、 
  GS 聴取時は NA 聴取時と比較して、聴覚 
  関連領域がはたらく。一方、言語治療未 
  経験の構音障害 CLP 患者では、同条件に 
  おいて聴覚野以外の領域がはたらく。 
    
 以上より、成人期まで構音障害を認める
CLP 患者は、異常構音の認知様式が健常者や
言語治療を経験した CLP 患者と異なること、
またそのような患者では音声認知に関与す
る脳部位の活動が低いことが示唆された。従
って聴覚認知の観点からもCLP患者への言語
治療の重要性が示唆された。 
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